
 
．動名詞【ポイント解説】

 

 動名詞

動名詞と不定詞－どちらも使える場合 
 

 ① 私はダンスをすることが好きです。 

   これからしたい

 やったことがある

 ② 雨が降り始めた。 

   降り始めた

 前から降っていた

 ③ 図書館で話すことは禁止されています。 

   張り紙などの注意書き

  話している人に注意

動名詞と不定詞－どちらも使えるが意味がまったく異なる場合
 

 ①  年前に彼に会ったことを覚えている  

忘れずに明日この手紙を出してください

 ② 電話し忘れた  

 電話したことを忘れた

 ③   彼はその箱を開けようとした－しかしダメだった  

 彼はその箱を試しに開けてみた

 ④   本を読むために立ち止まった

 本を読むのを止めた

動名詞か不定詞かどちらか一方しか使えない場合

不定詞を目的語にとる動詞 動名詞を目的語にとる動詞

～したい 同意する 楽しむ

望む 拒絶する いやだと思う

期待する 準備する 終了する

決める 失敗する 練習する

計画する 約束する

前置詞の後は必ず動名詞

・ ～  ～が得意だ

・ ～  ～してくれてありがとう

・ ～ ～せずに

・ ～ ～することを楽しみにしている



 
．動名詞【ポイント解説】

 

１ 次の文の（ ）内の語を適する形になおしなさい。 語になる場合もあります。

  

 

 

 

 

 

 

 

 

帰りに牛乳を買うのを忘れないでね。

２ 次の各組の文がほぼ同じ内容を表すように、空所に適語を書きなさい。
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．動名詞【ポイント解説】

        

        

        

     

３ 日本文に合う英文になるように、   内の語を並べかえて数字で答えなさい。

今夜映画に行くのはどうですか。

  

私はちょうどそのレポートを書き終えたところです。

  

あなたの趣味は古い切手を集めることですか。

  

今日は私に会いに来てくれてありがとう。

  

私はまたあなたと会うのを楽しみにしています。

  

手伝っていただけませんか。－ いいですよ。
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